
日々の活動を
発信中!

地域おこし協力隊
facebook（フェイスブック）
https://www.facebook.com/teshikagachiikiokoshi/

毎月第３金曜日に開催！
てしかがコミュニTea
※ 詳しくは弟子屈町HPをご覧く
ださい。

地域おこし協力隊
Instagram（インスタグラム）
@teshikagachiikiokoshi

協力隊の近況を

お知らせします！

第131回

協力隊
通信

４月から観光まちづくり支援員として（一社）摩周湖観光協会で勤務している山藤です。
移住してから４か月が経過し「生活に慣れたかい？」と優しく声をかけてくださった皆さん、ありがとうご
ざいました。すぐに弟子屈での生活にも慣れ、職場も楽しい環境で充実した日々を送っています。
21年ぶりの道東での生活。昔は当たり前すぎてやらなかったことがたくさんあると気づき、移住１年目

は「当たり前になる前にチャレンジする！」をテーマに決めました。
まずは、小さい頃は登れると思っていなかった「アトサヌプリ」に登り、その後てしかがえこまち推進

協議会主催の「硫黄山学」を受講し、アトサヌプリが活火山だという認識が薄かったことに改めて気づかさ
れました。その他、散策系のガイドツアーにも参加して弟子屈を知ることを楽しみつつ、自治会の活動や月
に１度の「てしかがコミュニＴｅａ」などに参加して、地域の皆さんとの交流も楽しんでいます。
観光協会の業務としては「ふるさと納税」、「二次交通」をメインに担当していますが、プレスリリース

を書いたり、今後行われるイベントを担当したりと、さまざまな業務に幅広く携わらせてもらい、観光の奥
深さを感じているところです。
夏休みなどでアクティビティも盛んに行われていると思いますが、どうぞ安全に弟子屈の大自然を満喫

してくださいね。
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観光まちづくり支援員

着任から４か月間の活動・近況報告着任から４か月間の活動・近況報告

※ お誕生、お悔やみは、６/１～６/30に弟子屈町に届け出をされた方のうち、掲載を希望された方のみ掲載していま

す。弟子屈町以外に届け出をされた方で掲載を希望される方は、役場環境生活課町民係までご連絡ください。

●人口計　6,246 人　（ ０）
　　男　　3,023 人　（－２）
　　女　　3,223 人　（＋２）
●世帯数　3,677世帯（＋７）

人のうごき
【令和８年６月末現在】

 お悔やみ申し上げます

金子　節子さん（83歳）　川湯駅前２丁目

北﨑　郁雄さん（66歳）　摩周３丁目

工藤　澄子さん（98歳）　泉２丁目

鈴木　君枝さん（96歳）　泉２丁目

長谷　壽人さん（75歳）　摩周２丁目

藤林　光一さん（89歳）　高栄４丁目

三浦　京子さん（84歳）　美里４丁目

渡邊　　曻さん（92歳）　字屈斜路

渡邊　偵子さん（89歳）　字屈斜路

 お誕生おめでとうございます
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ちゃん　（裕　也）　泉２丁目

的場　美
み
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ちゃん　（雄太郎）　美里５丁目

町公式YouTubeチャンネルでお話しした「雲海を見たい！」は屈斜路湖ではなく摩周湖で実現しました！町公式YouTubeチャンネルでお話しした「雲海を見たい！」は屈斜路湖ではなく摩周湖で実現しました！

町一面が雲海に包まれていて感動です！町一面が雲海に包まれていて感動です！

31 広報てしかが 2026.8

火遊び火遊び・・水遊び水遊びによる事故防止による事故防止 !!
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火事と救急は１１９番火火火事と救急は１１９番
弟子屈消防署・弟弟弟子屈消防署・川湯支弟子弟弟弟弟弟子弟子子屈消屈消消防署防署署・・川湯川湯支支署湯支署署支署
火事と救急は１１９番
弟子屈消防署・川湯支署

E‐mail teshikaga.fire.119@bird.ocn.ne.jp
kawayufd@smile.ocn.ne.jp

火　災 ２件
救　急  243件
（川湯支署含む）

☎４８２‐２０７３　☎４８３‐２２１６

令和８年７月５日までの出動件数

　子どもたちにとって楽しい季節がやってきました。バーベキューや花火などで火を扱う機会や、海や川など水辺での活動
が多くなります。楽しいはずの行事が、一歩間違えれば火災や水難などの事故につながりかねません。事故が起こらないよ
うに十分注意を払って、楽しい夏休みを過ごしましょう。

事故防止の基本

•大人の見守り：子どもの活動中、目を離さずに対応できる位置で見守る。
•事 前 の 教 育：子どもの発達段階に合わせて、火や水の危険性を伝える。
•ルールの明確化：遊ぶ範囲やルールを明確化させ、守らせる。
•環 境 整 備：危険要因を事前に排除し、安全な環境を作る。

火傷：服は無理に脱がせずに火傷部位を10分以上流水で冷やし、119番へ通報する。
火災：自力での消火が不可能だった場合、直ちに119番へ通報し近隣へ火事であることを知らせる。
溺水：  水には入らず周囲に助けを求め、119番へ通報する。浮き輪やペットボトルなどを活用し陸から

の救出を試みる。救出後、無理に水を吐かせずに意識・呼吸を確認、なければ心肺蘇生を行う。

もしものときの
対処法

子どもとの火遊びでのルール
◆火を使うときは必ず大人と一緒にいること
◆ライターやマッチを子どもの手の届くところに置かない
◆風の強い日は火を使わせない
◆火の使用後は完全に消えていることを
大人と確認する

子どもとの水遊びでのルール
◆子どもだけでなく大人と一緒に遊ぶ
◆体調が悪いとき、疲れているときは水に入らない
◆ 遊泳禁止区域や深すぎる場所には
近づかない

◆天気の悪い日は水辺に近寄らない

寄附ありがとうございます

　現金300,000円
　・ 社会貢献の一環として、植樹祭などの緑化推進に

活用してほしい。

　現金1,000,000円
　・ 町の発展のために、まちづくりに活用してほしい。

 1,853件 40,632,000円

30広報てしかが 2026.8


